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当社は一品一葉の自動車用プラスチック金型を年間約300型製造し、量産開始まで
の約1年間に頻発する設計変更への迅速対応が求められている。2023年に工程管
理支援システム「Grow」を自社開発し分業化を実現したが、仕上作業工程の立案
は熟練職人の暗黙知に依存している。本事業では、2年以上蓄積した金型玉成(金
型完成後の調整/最適化工程)データや作業予実データを生成AIで分析し、仕上作
業工程を自動生成・提案する仕組みを構築する。これにより、工程立案工数の大
幅削減、設計変更対応の高速化、品質の安定化を同時に実現する。

機能① 金型玉成指示書PDFから情報を読み取り、整理・分析し、生成AIによる職人工程の立案が
可能な形式へ整備出力する機能。

機能② ①の機能にて整備されたデータと、Growにある加工工程・作業工程の予実データとを
あわせて活用し、生成AIにより自動で工程立案する仕組みの構築。

機能③ Growに対して生成AIによる工程自動立案の仕組みを実装、本運用環境へ適用する。
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検証１：AIの選定
・PDF認識からの情報読み取りについて、情報取得正解率の高いAIを選定。

PDFのまま、PDF画像化、画像方向/タイプ/サイズによる変化の確認。
正解率は人が手動での合否判定を実施。

・工程の生成について、過去の実績から正解率、再現率、適合率、F値を検証。
結果１：AIによって差異が大きく向き不向きがある。画像化の効果についても検証により

結果を確認できた。過去工程データは人が入力しているため個人差が発生。
PC操作が不得意な職人の手入力であるが故の「入力の省略」を至る所に確認、
生成の答え合わせとして利用するには困難であった。

検証２：プロンプト検証とAPI開発。
・様々な表タイプ指示書での検証、議事録タイプ指示書での検証。
・ブラウザとAPIでの生成結果差異の検証。テンパーチャーの検証。
・画像からの情報をJSONで返し仕上職人作業工程を生成するプロンプトの繰返し検証。

結果２：表様式をExcelデータで渡す、プロンプトで渡すなど検証し方向性は確認できた。
ランダム性を持たせた場合の問題点を確認できた。ブラウザでの指示とAPIを
使った場合での検証結果の差異を確認した。作業工程を正確に生成するための
情報量について、データのRAG化を進める必要性を理解した。結果１とあわせて
生成結果からのプロンプトへのフィードバックが重要である事を確認した。

検証３：Growへの実装、Grow画面へ生成工程を表示する仕組みの開発と運用コスト検証。
結果３：実際に生成結果を表示できるところまで到達できた。生成AI利用コストについても

確認する事ができた。

・データのRAG化を進め、利用データの充実をはかる。
特徴を量で表現するなど類似について定義の考察。
SQL Server 2025でのベクトル検索について実装調査。

・生成結果からのプロンプトへのフィードバックによる生成精度の向上。
・フリーハンド等、整理されていない書面への対応。
・ローカル環境下での稼働の実現。

結果まとめ 実装前 実装後 削減率

１型あたりの入力工数 10分 5分
50％削減

一日換算（平均15型/１日） 150分 75分

生成された工程を選択する仕様となり手入力工数は大きく削減された。「入力の省略」が
回避される事で適正なデータ蓄積を期待できる。適正データを活用し生成レベルの向上を
図り、更なるシステム開発を推進できる。〈生成AIによる工程自動生成システム〉


